決算報告書提出にあたっての注意事項　　　　　　　　　　　No.8－①
今回の事業に要したもの全てを計上してください。収支の額は、当初申請した額と異なっても差し支えありません。

（注意事項）

１　収入の部　計①　と　支出の部　計②　の額を一致させてください。
２　Ｂ－１　と　Ｂ－２　の合計の2分の1の額が助成金を下回った場合は、その差額分の助成金を返還していただきます。

３　決算で余剰金がでた場合も、助成金は助成額を限度に返還してください。

ムーブフェスタ2026市民企画事業　　助成金に関する決算報告書（例）　
≪収入の部≫　※下記の金額はあくまで記入例です。
	参加料・資料代等
	参加者150人×参加費・資料代300円＝ 45,000円
	参加者からの収入（参加料・資料代・募金）

	助成金
	70,000円
	男女共同参画センター・ムーブから受けた助成金の額

	その他の収入
	0円
	男女共同参画センター・ムーブ以外の団体・個人などから受けた助成金、協賛金など

	自己資金
	5,000円
	上記の3費目以外（代表者個人が負担したものや貴団体・グループから拠出したもの等が該当）の額

収入の部 計①から上記3費目を除いた額


	収入の部　計①
	120,000円
	収入の部 計①　と 支出の部 計②　の額が一致するよう作成してください。


≪支出の部≫　　　　　　　　　　　　　　　　　
	Ａ　　団体メンバー（スタッフ）にかかる支出
	21,000円
	団体のメンバー(スタッフ)への謝金・交通費・飲食費・備品代など

	Ｂ　　その他の支出　※助成金の対象経費
	Ｂ-1　Ｂ-2合計額　　94,000円　
	

	Ｂ－１　講師の謝金・交通費・宿泊費
	50,000円
	講 師への謝金・交通費・宿泊費・飲食費など

	Ｂ－２　B-1以外の助成対象経費
	44,000円
	

	寄付金
	5,000円
	

	余剰金
	0円
	

	支出の部　計②
	120,000円
	


以上、すべて領収書を添付してください（原本の添付が困難な場合は事前にご相談ください）。
領収書には必ず宛名（団体名）・但しを記入し印漏れがないか確認してください。報告書の修正液・テープの使用は不可です。
収入の一部を寄付された場合は、寄付の内容がわかる資料を添付してください。
以下に示す経費のうち領収書を添付できないものについては、一覧表（様式不問）を作成し、
代表者の署名・押印をして添付してください。
・JRやバスの料金（市内）、缶ジュース（自動販売機）等、領収書が発行されないもの

・電話料金等、今回の事業に対して固有の領収書が発行されないもの

・飲食費等、助成対象とはならない経費
●以下のものは助成対象経費になりません。（ただし、支出の部Aには入れてください）

　・主催団体メンバー(スタッフ)への謝金、交通費、会食費、昼食代、飲み物代などの経費（講師に要する経費Ｂ－１と、
団体メンバーに要する経費Aは別々に記載してください。）
　・備品代（原則1万円以上の備品）
　・不明瞭な経費

　・高額な講師謝金
　・宿泊については、原則として助成対象経費とはなりませんが、合理的な理由がある場合に限り助成対象経費とします。

　※その他、上記以外でも助成対象として適当でないものは、助成対象経費とならない場合があります。
提出期限：８月３1日（月）　　１７：００　必着
※必ず期限内に、事業報告書と決算報告書をご提出ください。
期限までに提出がない団体様は、来年度のムーブフェスタへの参加をお断りすることもございます。
参加費・資料代どちらかを○で囲む





◆通信費（案内状などの送付、切手代及び電話代）


◆消耗品代（マジックや模造紙など文房具、会場の花代、食材などの材料費、写真プリント代など）


◆印刷代（チラシ・配布資料など）


◆委託料（業者に依頼したもの、看板・ポスターなど）


◆賃借料（機材などのレンタル料など）


◆その他上記以外の経費









